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7 課程 科

学年

家庭・地域
との連携

地域に開かれた学校として、地域の多様なコミュニティーや家庭との連携を通じて、多彩な人間関係の
構築を図りながら自他ともに尊重する心を育み、よりよい社会を築くための構成者としての自覚を高め
る。

情報及び情報技術を活用させるための知識と技
能の習得を通して、情報モラルについて考え、
情報化社会に主体的に参画できる能力と態度を
育成する。

総合的な
探究の時間

地域や社会の人、もの、ことについての探究活
動に主体的・共働的に取り組むとともに、お互
いのよさを生かしながら、持続可能な社会を実
現するために行動し、社会に貢献しようとする
態度を育てる。

人間の発達と生活の営みを総合的にとらえ、家
族や周囲の人々を思いやり、お互い尊重しなが
ら協力して家庭や地域の生活を創造し、誰もが
自分らしい生き方を選択できるような能力、実
践力を育てる。

３年

社会の一員とし
ての役割や義務
を念頭に置きな
がら、自己実現
のために、より
よい人生観や価
値観を探求する
力を養う。

進路実現に向け
てより専門的な
学力の充実を図
るとともに、自
己の能力や適性
を客観的に分析
し、社会のニー
ズと照らし合わ
せながら進路を
決定していく。

道徳に関わる諸
課題を考察する
ことにより、社
会の一員とし
て、良好な人間
関係を築くこと
のできる生き方
を考える。

学校生活の充実
や改善、向上を
図ろうとする自
主的、実践的な
態度を育てる。
また地域活動な
どの取り組みを
通して、他者を
尊重し、より良
い社会を築こう
とする態度を養
う。

情報

中堅学年として
の自覚を持ち、
集団の中でお互
いを認め合い協
力する姿勢を身
に付けるととも
に、将来に向け
て自発的、意欲
的な態度で学習
や学校行事等に
取り組めるよう
にする。

社会、職業理解
の深化を図ると
ともに将来の目
標や通過点を具
体化し、それに
向けた学力を養
う。

様々な活動を通
して、人間とし
ての在り方生き
方に対する考え
及び他者と関わ
ることの大切さ
を理解する。ま
た修学旅行にあ
たり、沖縄独自
の文化や抱える
歴史問題につい
て学び、平和や
命を尊重する姿
勢や異文化理解
への考えを深め
る。

協力して何かを
成し遂げたり作
り上げたりする
経験を通して社
会性を育てると
ともに、集団へ
の帰属意識や連
帯感を深める。

家庭

運動の実践や集団でのゲームなどを通して、
ルールやマナーを大切にし、自己責任を果たそ
うとする態度の育成を図る。また、自他の生命
を尊重しながら、生涯を通して心身共に健康的
な生活を営むための資質を養う。

芸術

芸術の幅広い活動を通して、芸術を愛好する心
情、芸術的な感性、美しいものや崇高なものを
尊重する態度を育てる。また、芸術文化への理
解を深め、豊かな情操を養い、道徳性の基盤を
培う。

外国語

他者の気持ちを想像できる力を身に付け、尊重
できる心を養う。言語表現力、理解力、読解力
を磨くことを通して、相互理解のためのコミュ
ニケーション能力を育てる。

地理歴史
地域的特色や歴史的過程について認識を深め、
他国を尊重し、国際社会の平和と発展に貢献す
る資質を養う。

公民
人間としての在り方や生き方を考えさせ、公共
の精神を身につけさせることにより、主権者と
しての自覚を持たせる。

高校生としての
自覚や規範意識
を持ち、基本的
な生活習慣を確
立するととも
に、正しく自己
を見つめ、思い
やりを持って人
に接する人間性
を養う。

勤労観や職業観
を育成するため
に、将来設計能
力、情報活用能
力、人間関係構
築能力を育て
る。また学習習
慣と基礎学力の
定着を図る。

望ましい生活習
慣を確立し、集
団の秩序を尊重
する態度を育成
する。

集団活動を通し
て自治的な習慣
や愛校心、自律
性を育成する。
また、集団の一
員として責任を
持って行動する
態度を養う。

国語

理科

自然の事物や現象についての理解を深め、科学
的に考える態度を養う。また、生命を尊重する
態度や自然を愛する心情を育てることで、道徳
的判断力を大切にする態度を養う。

２年

教育基本法の精神にのっとり、平和的な国家・社会の有為な
形成者を育成し、敬と愛と信とに満ちた学園を創る。

１．自主自律の精神を重んじ、主体的に心身の調和ある生
活を送れるよう努めさせる。

２．自他の生命や人格を尊重する態度を養い、謙虚な姿勢
で他者を思いやる心を育む。

３．他者と協働する活動を通して、集団の一員として、よ
り良い社会の創造に積極的に貢献しようとする資質や能力
を養う。

重点目標

地域から期待される進学校として、生徒の支援体制を整え、
希望する進路の実現を目指す。
１．学力の確実な定着を図るとともに、生徒が主体的に学び
に向かうよう、授業内容の充実を目指す。
２．ユネスコスクールの理念に基づき、ESDおよびキャリア
教育を推進し、進学校としての取り組みを進める。
３．他者を尊重し思いやる寛容さと高い人権意識を醸成し、
いじめ・体罰のない安全で安心できる学校づくりを行う。
４．保護者や地域の信頼を高め、開かれた学校づくりをさら
に進める。

目標 キャリア教育 ホームルーム活動 生徒会活動・部活動等 各教科

外国の言語や文化への理解を深めるとともに、
異文化を尊重して積極的に言語によるコミュニ
ケーションを図り、国際的視野に立って世界平
和と人類の幸福に貢献する態度を育てる。

保健体育

数学

筋道を立てて考えたり数理的に考え処理するこ
との良さを認識させたりすることで、道徳的判
断力の基盤を培うとともに、より良いものを探
求しようとする態度を養う。

１年

学校教育目標 道徳教育の重点目標

令和８年度　道徳教育　全体計画

中野西 高等学校 全 普通


